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妻
・
父
母
へ
の
特
別
給
付
金

請
求
手
続
き
開
始
の
ご
案
内

　

全
国
遺
族
会
の
陳
情
運
動

と
遺
家
族
議
員
協
議
会
を
は

じ
め
と
す
る
自
民
党
所
属
国

会
議
員
の
ご
尽
力
を
い
た
だ

い
て
、
こ
の
た
び
「
戦
没
者

等
の
妻
、
戦
没
者
の
父
母
等

に
対
す
る
特
別
給
付
金
」
が

継
続
支
給
（
下
記
参
照
）
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
六
月
十

二
日
か
ら
同
給
付
金
の
請
求

手
続
き
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

「
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金
」
は
、
先
の

大
戦
に
お
い
て
最
愛
の
夫
を

失
っ
た
妻
の
方
々
の
ご
労
苦

に
対
し
、
国
と
し
て
慰
藉
の

気
持
ち
を
表
す
た
め
昭
和
三

十
八
年
か
ら
支
給
し
て
い
る

も
の
で
、
十
年
お
き
に
主
な

改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
戦
没
者
の
父
母
等

に
対
す
る
特
別
給
付
金
」は
、

先
の
大
戦
に
お
い
て
子
や
孫

を
亡
く
し
、
こ
の
た
め
子
孫

が
絶
え
た
こ
と
に
対
し
、
国

と
し
て
慰
藉
の
気
持
ち
を
表

す
た
め
昭
和
四
十
二
年
か
ら

支
給
が
は
じ
ま
り
、
五
年
お

き
に
主
な
改
正
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

継
続
支
給
が
決
ま
っ
た
妻

特
給
（
第
27
回
い
号
）
及
び

父
母
特
給
（
第
26
回
い
号
）

の
対
象
に
な
る
方
に
は
、
厚

生
労
働
省
か
ら
個
別
に
請
求

手
続
き
の
案
内
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の

市
区
町
村
役
場
の
援
護
担
当

課
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

◎
改
正
支
給
法
の
概
略

【
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
／
五
回
目
継
続

分
】

▼
対
象
者

＊�

第
二
十
二
回
特
別
給
付
金

国
債
い
号
を
受
給
し
て
い

た
戦
没
者
等
の
妻
。（
時
効

に
よ
り
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
方
も
対
象

で
す
）

＊�

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

現
在
に
お
い
て
、
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
・
特

例
扶
助
料
、
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
・
遺

族
給
与
金
を
受
給
し
て
い

る
こ
と
。

▼
支
給
さ
れ
る
特
別
給
付
金

＊
国
債
の
名
称

　
�

第
二
十
七
回
特
別
給
付
金

国
庫
債
券
「
い
号
」

＊
額
面

　

二
百
万
円
（
十
年
償
還
）

▼
請
求
期
間

　

�

平
成
二
十
五
年
六
月
十
二

日
か
ら
平
成
二
十
八
年
六

月
十
三
日
ま
で
。（
期
間
内

に
請
求
し
な
い
と
時
効
に

な
り
受
給
権
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま

す
） 

【
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す

る
特
別
給
付
金
／
九
回
目
継

続
分
】 

▼
対
象
者

＊�

第
二
十
四
回
特
別
給
付
金

国
債
い
号
を
受
給
し
て
い

た
戦
没
者
の
父
母
等
。（
時

効
に
よ
り
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
方
も
対

象
で
す
）

＊�

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

現
在
に
お
い
て
、
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
・
特

例
扶
助
料
、
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
・
遺

族
給
与
金
を
受
給
し
て
い

る
こ
と
。

▼
支
給
さ
れ
る
特
別
給
付
金

＊
国
債
の
名
称

　

�

第
二
十
六
回
特
別
給
付
金

国
庫
債
券
「
い
号
」

＊
額
面

　

百
万
円
（
五
年
償
還
）

▼
請
求
期
間

　

妻
特
給
と
同
じ
。

【
注
一
】
請
求
手
続
き
で
は
、

特
別
給
付
金
国
債
の
写
し
や

恩
給
・
年
金
証
書
の
写
し
な

ど
の
書
類
が
必
要
で
す
が
、

そ
れ
ら
が
見
当
た
ら
な
い

（
紛
失
し
た
）
場
合
は
窓
口

へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

【
注
二
】
請
求
者
（
妻
・
父

母
）
か
ら
の
委
任
で
ご
家
族

等
が
請
求
手
続
き
を
行
え
ま

す
。

【
注
三
】請
求
権
が
発
生
し
た

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
以

後
に
、
妻
や
父
母
が
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
は
、
相
続
人
が

請
求
で
き
ま
す
。（
国
債
受
領

後
、
償
還
金
支
払
場
所
で
記

名
変
更
の
手
続
き
が
必
要
）

◎
そ
の
他
、
手
続
き
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お

住
ま
い
の
市
区
町
村
役
場
の

援
護
担
当
課
ま
で
。

請
求
は
お
住
ま
い
の

市
区
町
村
役
場
へ

昭６. ９. 18～
昭12. ７. ６（満
州事変間）の
死亡を含む

継 続 分

昭42. 4. 1を
基準日とする
特別給付金

当 初 分

再継続分 再々継続分

４回目継続分

５回目継続分
６回目継続分 ７回目継続分 ８回目継続分 ９回目継続分

基準日：平25.4.1基準日：平20.4.1基準日：平15.4.1基準日：平10.4.1基準日：平5.4.1基準日：昭63.4.1基準日：昭58.4.1基準日：昭53.4.1基準日：昭48.4.1

第３回特別
給付金国債
（額面10万円
　　５年償還）

第５回特別
給付金国債
（額面30万円
　　５年償還）

第７回特別
給付金国債
（額面60万円
　　５年償還）

第９回特別
給付金国債
（額面60万円
　　５年償還）

第14回特別
給付金国債
（額面75万円
　　５年償還）

第16回特別
給付金国債
（額面90万円
　　５年償還）

第19回特別
給付金国債
（額面100万円
　　５年償還）

第21回特別
給付金国債
（額面100万円
　　５年償還）

第24回特別
給付金国債
（額面100万円
　　５年償還）

第26回特別
給付金国債
（額面100万円
　　５年償還）

昭38 昭48 昭58 平５ 平15 平25 平35

日華事変以後 ＋満州事変間

昭38. 4. 1を基準日
とする特別給付金

昭６. ９. 18～12. ７. ６
（満州事変間）公務死
亡の軍人の妻を含む

継 続 分

当 初 分

妻特給の継続支給

父母特給の継続支給

特別給付金国債
（額面20万円　
　　10年償還）

第４回特別給付金
国債
（額面60万円　　
　　　10年償還）

第10回特別給付金
国債
（額面120万円　
　　　10年償還）

再継続分

基準日：昭58. 4. 1 基準日：平5. 4. 1

再々継続分
４回目継続分 ５回目継続分

第17回特別給付金
国債
（額面180万円　
　　　10年償還）

基準日：平15. 4. 1 基準日：平25. 4. 1

第22回特別給付金
国債
（額面200万円　
　　　10年償還）

第27回特別給付金
国債
（額面200万円　
　　　10年償還）

基準日：昭48. 4. 1

昭42 昭48 昭53 昭58 昭63 平5 平10 平15 平20 平25 平30
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岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
、

本
年
四
月
一
日
の
一
般
財
団

法
人
移
行
後
、
初
め
て
の
理

事
会
及
び
評
議
員
会
を
六
月

に
開
催
し
、
平
成
二
十
四
年

度
県
連
盟
事
業
実
施
報
告
並

び
に
諸
会
計
決
算
、
役
員
の

一
部
改
選
な
ど
を
審
議
し
た
。

　

第
一
回
理
事
会
は
六
月
十

四
日
㈮
に
県
遺
族
連
盟
大
会

議
室
で
開
催
。
事
業
報
告
・

同
決
算
の
ほ
か
、
定
款
施
行

規
則
の
改
正
な
ど
を
審
議
。

ま
た
、
六
月
二
十
八
日
㈮
に

同
会
議
室
で
開
催
し
た
評
議

員
会
で
は
、
各
市
郡
遺
族
連

合
会
の
役
員
改
選
に
伴
う
県

遺
族
連
盟
理
事
及
び
評
議
員

の
一
部
改
選
を
審
議
し
、
新

役
員
を
選
任
し
た
。

　

更
に
、
翌
二
十
九
日
㈯
に

は
、
役
員
の
一
部
改
選
を
受

け
て
第
二
回
理
事
会
を
開

催
。
正
副
理
事
長
並
び
に
常

任
理
事
を
改
選
し
た
ほ
か
、

財
政
問
題
等
を
検
討
す
る
た

め
の
特
別
委
員
会
を
設
置
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

　

な
お
、
県
遺
族
連
盟
女
性

部
は
六
月
十
四
日
㈮
、
第
一

回
理
事
会
前
の
午
前
、
女
性

部
会
議
を
県
護
國
神
社
「
い

さ
お
会
館
」
で
開
催
し
、
各

遺
族
連
合
会
の
役
員
改
選
に

よ
り
延
期
さ
れ
て
い
た
女
性

部
正
副
部
長
を
改
選
し
た
。

　

改
選
さ
れ
た
各
役
員
並
び

に
女
性
部
役
員
は
次
の
と
お

り
。（
敬
称
略
）

＊
理
事
長

　

岸
本　

清
美
（
津
山
市
）

＊
副
理
事
長

　

服
部　

剛
司
（
総
社
市
）

　

浅
野　
　

實
（
真
庭
市
）

　

�

須
々
木
壽
志
（
岡
山
市
岡

山
）

＊
常
任
理
事

　

�

難
波　

慶
行
（
倉
敷
市
倉

敷
）

　

岡
本
美
智
夫（
美
作
市
郡
）

　

秀
平　

良
子
（
笠
岡
市
）

　

�

坂
根　

弘
子
（
岡
山
市
西

大
寺
）

　

�

藤
原　

信
子
（
倉
敷
市
倉

敷
）

（
女
性
部
）

＊
部
長

　

秀
平　

良
子
（
笠
岡
市
）

＊
副
部
長

　

�

坂
根　

弘
子
（
岡
山
市
西

大
寺
）

　

�

藤
原　

信
子
（
倉
敷
市
倉

敷
）

◎
岡
山
県
遺
族
連
盟
評
議

員
、
理
事
、
監
事
、
女
性
部

委
員
は
左
表
の
と
お
り
。

県連盟評議員、同理事、同監事、同女性部委員
（敬称略）

遺族会・選出機関 評 議 員 理　　事 監　　事 女性部委員
岡山市岡山 服部　晃一 須々木壽志 小橋　慶子
〃　 西大寺 豊田　裕道 冨岡　義雅 坂根　弘子
〃 上 道 徳田　　伸 水元　春子
〃 　 　 北 深井　芳子 人見　信一 深井　芳子
〃 南 浅沼　義廣 佐藤　喜義 木村喜久江
〃 御 津 佐々木征治 岡村　尊子
〃 灘 崎 古家野　亘 岡　　綾子
〃 建 部 榎本　省三 北　　初子
〃 瀬 戸 高橋　生人 額田　克美
倉敷市倉敷 中田　素實 難波　慶行 藤原　信子
〃 児 島 礒野　貴子 小島健一郎 石原　育子 礒野　貴子
〃 玉 島 井上　晴夫 平田　晶三 佐藤　和子
〃 真 備 加藤　右夫 藤本　時子
津 山 市 小椋　章光 田渕　　潔 服部　慶子
玉 野 市 近藤　紀男 三宅　禎浩 松浦満利子
笠 岡 市 松浦　良治 安藤　誠一 秀平　良子
井 原 市 坂川　　泉 田辺　隆則 渡邊　繁雄 落合由紀子
総 社 市 一視　保惠 服部　剛司 一視　保惠
高 梁 市 織田　和民 大月　健一 平井　和子
新 見 市 小豆澤　隆 鈴木　　治 山田　春美
備 前 市 岡田幸太郎 小長　琢幸 平松　　淑
瀬 戸 内 市 佐藤　悦子 高原　能夫 佐藤　悦子
赤 磐 市 畑　　憲孝 岡本　忠司 岩藤　好子
真 庭 市 白鳥　孝雄 浅野　　實 国米　幸子
美 作 市 郡 井上　清史 岡本美智夫 真野みよ子
浅 口 市 郡 北村　好江 大島　靖幸 北村　好江
和 気 郡 角南　和弘 須藤　鶴子
都 窪 郡 澤田　晃始 安原　敏子
小 田 郡 日置　彰雄 横山　恒子
真 庭 郡 芦川　　巖 佐藤　君代
苫 田 郡 池田　和雄 中江　誠子
勝 田 郡 黒田　晴義 橋本　好子
久 米 郡 川島　晴江 小林　寮全 川島　晴江
加 賀 郡 浮森　孝雄 金森濃婦子
理 事 会 岸本　清美
女 性 部 秀平　良子

〃 坂根　弘子
〃 藤原　信子
計 21名 38名 ２名 34名

一
般
財
団
法
人
岡
山
県
遺
族
連
盟

第
一
回
理
事
会
、評
議
員
会
を
開
催

事
業
報
告
・
決
算
の
ほ
か

　
新
役
員
の
選
任
な
ど
を
審
議

日
本
遺
族
会
主
催

沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝

参
加
者
募
集

　

日
本
遺
族
会
で
は
毎
年
、

全
国
の
戦
没
者
ご
遺
族
の
参

加
を
得
て
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事

業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
平

成
二
十
五
年
度
は
、
日
本
で

唯
一
の
地
上
戦
が
行
わ
れ
、

軍
人
・
軍
属
だ
け
で
な
く
一

般
県
民
ら
多
く
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
た
沖
縄
の
地
を
訪
問

す
る
。

　

沖
縄
で
肉
親
を
亡
く
さ
れ

た
ご
遺
族
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
是
非
こ
の
機
会
に
参
加

い
た
だ
き
た
い
。
募
集
要
領

は
次
の
と
お
り
。 

▼
実
施
時
期  

　

十
二
月
上
旬
で
四
泊
五
日

を
予
定
。

※�

日
本
遺
族
会
が
指
定
す
る

沖
縄
の
ホ
テ
ル
に
集
合

し
、
巡
拝
終
了
後
、
現
地

解
散
と
な
る
。 

▼
募
集
人
員 

　

五
十
人
（
予
定
）

※�

募
集
人
員
を
上
回
っ
た
場

合
は
選
考
と
な
り
ま
す
。

▼
参
加
資
格 

　

沖
縄
及
び
周
辺
海
域
に
お

け
る
戦
没
者
の
遺
族
。（
妻
、

遺
児
、
孫
、
兄
弟
姉
妹
、
甥
、

姪
等
）

※�

健
康
状
態
が
良
好
な
方
。

（
航
空
機
等
に
よ
る
長
途

の
移
動
、
気
候
・
風
土
の

異
な
る
地
で
の
旅
行
に
耐

え
ら
れ
る
方
） 

▼
参
加
費
用 

　

約
五
万
円

※�

参
加
人
数
に
よ
り
費
用
が

異
な
り
ま
す
。

※�

集
合
地
で
あ
る
沖
縄
ま
で

の
往
復
交
通
費
等
は
別
途

個
人
負
担
で
す
。 

▼
申
込
締
切 

　

九
月
二
十
七
日
㈮

▼
お
申
込
み
先 

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
へ

暑
さ
殊
の
外
き
び
し
き
折
柄

　
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　
平
成
二
十
五
年
　
夏

一
般
財
団
法
人
岡
山
県
遺
族
連
盟

理
事
長　

岸
本　

清
美

外
役
職
員
一
同



研修事業に参加された皆さん（７月16日：靖國神社）

靖國問題などについて講演する冨田委員長
（７月17日：靖國会館）

（三）
平成25年
7月15日 （昭和二十五年八月十日

第三種郵便物認可） い さ お 新 聞 毎月十五日発行� （ １ １ 7 9 ）
　

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
毎

年
、
靖
國
神
社
の
「
み
た
ま

ま
つ
り
」
の
期
間
に
あ
わ
せ

て
遺
族
研
修
事
業
を
行
っ
て

い
る
が
、
平
成
二
十
五
年
度

は
七
月
十
六
、
十
七
日
の
日

程
で
東
京
都
内
で
実
施
し
た
。

　

研
修
事
業
は
服
部
剛
司
県

連
盟
副
理
事
長
ほ
か
、
県
下

各
遺
族
会
か
ら
七
十
名
が
参

加
。
上
京
し
た
参
加
者
は
、

先
ず
「
み
た
ま
ま
つ
り
」
で

賑
わ
う
靖
國
神
社
へ
赴
き
昇

殿
参
拝
を
行
っ
た
。
外
の
喧

噪
が
嘘
の
よ
う
な
静
寂
の

中
、
参
加
者
は
本
殿
で
亡
き

肉
親
と
再
会
を
果
た
し
た
。

　

夕
刻
、
九
段
下
の
宿
舎
か

ら
、
再
び
浴
衣
を
着
た
若
者

た
ち
で
込
み
合
う
靖
國
神
社

へ
。
全
国
か
ら
奉
納
さ
れ
た

何
万
も
の
堤
灯
や
雪
洞
に
明

か
り
が
灯
る
光
の
祭
典
・
東

京
の
夏
の
風
物
詩
“
夜
の
み

た
ま
ま
つ
り
”を
堪
能
す
る
。

　

そ
し
て
、翌
十
七
日
午
前
、

“
靖
國
会
館
”
会
議
室
に
、

英
霊
に
こ
た
え
る
会
の
冨
田

定
幸
運
営
委
員
長
を
講
師
に

迎
え
、研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

冨
田
委
員
長
は
講
演
で
、

「
国
難
に
殉
ぜ
ら
れ
た
皆
様

の
ご
肉
親
が
お
祀
り
さ
れ
て

い
る
靖
國
神
社
に
、
天
皇
陛

下
の
御
親
拝
を
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
先
ず
総
理
の
参
拝

定
着
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
東
京
裁

判
に
代
表
さ
れ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

占
領
政
策
に
よ
り
、
自
虐
史

観
に
染
ま
っ
た
戦
後
の
社
会

状
況
で
は
、
総
理
の
参
拝
は

一
進
一
退
、
定
着
に
は
程
遠

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
を
代
表
す
る
総
理
の
靖

國
参
拝
は
、
国
の
安
全
保
障

と
密
接
に
繋
が
っ
て
い
ま
す

が
、
今
、
尖
閣
諸
島
な
ど
我

が
国
の
領
土
へ
の
侵
犯
が
常

態
化
す
る
よ
う
な
事
態
と
な

り
、
多
く
の
国
民
は
国
の
安

全
保
障
へ
の
危
機
感
を
募
ら

　

七
月
四
日
公
示
、
同
二
十

一
日
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ

た
第
二
十
三
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
は
与
党
自
民
党
が

圧
勝
し
、
参
議
院
で
安
定
多

数
の
議
席
を
確
保
し
た
。

　

岡
山
県
選
挙
区
で
は
自
民

党
公
認
で
県
遺
族
政
治
連
盟

推
薦
の
石
井
正
弘
候
補
（
前

岡
山
県
知
事
）
が
、
他
候
補

に
大
差
を
つ
け
て
初
当
選
。

比
例
区
（
全
国
区
）
で
は
、

中
国
・
四
国
の
各
遺
族
会
が

支
援
し
た
総
理
補
佐
官
の
衛

藤
晟
一
候
補
が
比
例
代
表
二

十
一
位
、自
民
党
内
十
位
で
、

日
本
看
護
連
盟
推
薦
候
補
者

で
県
遺
族
政
治
連
盟
が
支
援

し
た
石
田
昌
宏
候
補
も
比
例

代
表
二
十
二
位
、
自
民
党
内

十
一
位
で
初
当
選
を
果
た
し

た
。

　

ま
た
、
今
回
は
じ
め
て
鹿

児
島
県
選
挙
区
か
ら
挑
戦
し

せ
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
時
、

誇
り
あ
る
日
本
復
活
、
憲
法

改
正
を
掲
げ
て
安
倍
政
権
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

国
に
殉
じ
た
戦
没
者
を
、

そ
の
国
の
伝
統
に
基
づ
き
慰

霊
顕
彰
す
る
こ
と
は
万
国
共

通
、
独
立
国
家
の
基
本
で
あ

り
、
ま
た
安
全
保
障
の
基
本

で
す
。
そ
の
た
め
の
憲
法
改

正
で
す
。
今
、
改
正
出
来
な

け
れ
ば
、
も
う
絶
対
出
来
な

い
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

　

研
修
会
後
、
参
加
者
は
千

鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
へ
。
全

員
で
墓
苑
に
献
花
し
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、
奉
仕
会
の
別
府

常
務
理
事
か
ら
墓
苑
設
立
の

経
緯
、
遺
骨
収
容
事
業
な
ど

の
ご
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、
参
加
者
は
国
会

議
事
堂
、
東
京
江
戸
博
物
館

な
ど
を
見
学
し
、
夕
刻
に
全

員
無
事
、
帰
岡
し
た
。

た
尾
辻
秀
久
候
補
（
日
本
遺

族
会
会
長
）
も
約
四
十
万
票

を
得
て
当
選
を
勝
ち
取
っ
た
。

【
岡
山
県
選
挙
区
】

　

石
井　

正
弘
氏　

自
新

　
　
　

四
九
〇
、
七
二
七
票

【
鹿
児
島
県
選
挙
区
】

　

尾
辻　

秀
久
氏　

自
前

　
　
　

四
〇
三
、
四
五
〇
票

【
比
例
代
表
（
全
国
区
）】

　

衛
藤　

晟
一
氏　

自
前

　
　
　

二
〇
四
、
四
〇
四
票

　

石
田　

昌
宏
氏　

自
新

　
　
　

二
〇
一
、
一
〇
九
票

平
成
25
年
度
慰
霊
研
修
事
業

県
下
遺
族
会
か
ら
七
十
名
が
参
加

第23回参議院議員通常選挙

与党自民党が圧勝
　

遺
族
政
治
連
盟

推
薦
候
補
者
全
員
当
選

遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
五
年
七
月
行
事
表

７
日　

津
山
市
久
米
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

10
日　

赤
磐
市
戦
没
者
追
悼
式
（
山
陽
ふ
れ
あ
い
Ｃ
）

12
日　

備
前
市
戦
没
者
追
悼
式
（
備
前
市
民
Ｃ
）

16
日　

県
戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
（
東
京
都
内
）
一
泊

22
日　

津
山
市
遺
族
連
合
会
会
長
会
議
（
津
山
市
総
合
福
祉
会
館
）

25
日　

井
原
市
遺
族
連
合
会
研
修
会
（
井
原
地
場
産
業
振
興
Ｃ
）

30
日　

北
方
領
土
返
還
要
求
県
民
会
議
理
事
会
・
総
会
（
岡
山
商
工
会
議
所
）

平
成
二
十
五
年
八
月
行
事
表

１
日　

県
連
盟
正
副
理
事
長
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

15
日　

戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日

　
　
　

全
国
戦
没
者
慰
霊
大
祭
（
靖
國
神
社
）

　
　
　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
（
日
本
武
道
館
）

　
　
　

終
戦
の
詔
書
奉
戴
日
本
興
隆
祈
願
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

県
護
國
神
社
萬
燈
み
た
ま
祭
（
県
護
國
神
社
）
16
日
ま
で

23
日　

県
連
盟
外
国
地
域
戦
跡
慰
霊
巡
拝
（
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
）
六
泊

31
日　

県
連
盟
第
一
回
財
政
問
題
特
別
委
員
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

平
成
二
十
五
年
九
月
行
事
表

１
日　

津
山
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
二
泊

８
日　

総
社
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
一
泊

9
日　

秋
季
慰
霊
祭
準
備
委
員
会
（
い
さ
お
会
館
）

12
日　

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
会
議
（
高
知
県
）
一
泊

16
日　

�「
敬
老
の
日
」
県
連
盟
老
人
福
祉
事
業
／
百
歳
遺
族
お
祝
い
・
一
人
暮
ら
し

の
父
母
・
妻
慰
問
（
県
下
）

19
日　

赤
磐
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
一
泊

24
日　

岡
山
陸
軍
墓
地
秋
季
彼
岸
祭
（
岡
山
市
津
高
・
旧
陸
軍
墓
地
）

28
日　

浅
口
市
戦
没
者
追
悼
式
（
浅
口
市
中
央
公
民
館
）



　
　
　
直す

な
お

な
る
道
を
歩
め

陸
軍
衛
生
兵
長
　
中
　
元
　
　
　
清
　

昭
和
二
十
年
七
月
五
日　
　
　
　
　
　
　

比
島
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ブ
キ
ド
ノ
ン
州　
　

マ
ナ
ゴ
ッ
ク
東
北
方
に
て
戦
死　
　
　
　

兵
庫
県
神
戸
市
葺
合
区
北
本
町
通
出
身　

三
十
二
歳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
日
本
帝
国
に
生
を
享う

け
し
者
、
誰
か
国
に
報
ゆ
る
の
心
な
か
る
べ
き
。

此
の
度
、
栄
え
あ
る
御お

め
し召

に
よ
り
皇
軍
の
一
員
に
参
加
す
。
男
子
の
本
懐
な

り
。
生
還
期
し
難
し
。
茲こ

こ

に
書
を
認し

た
た

め
、
遺
書
と
す
。

余
が
妻
、
余
が
子
と
し
て
直
な
る
道
を
歩
め
と
教
ふ
る
の
み
。

人
間
は
、
万
物
の
霊
長
な
り
。

何
時
如
何
な
る
時
も
、
人
の
道
を
正
し
く
進
め
。

富ふ
う
き貴
も
名
誉
も
余
の
望
み
に
非
ず
。
只
々
人
間
ら
し
く
と
望
む
の
み
。

清き
よ
ゆ
き進
よ
。
如
何
な
る
方
面
に
志
す
と
云
へ
ど
、
其
の
本
分
を
全
う
せ
よ
。

子
と
し
て
の
務
め
を
果
せ
。
先
づ
健
康
な
り
。

じ
つ
ゑ
よ
。
汝
は
子
の
母
で
有
り
、
親
の
子
也
。

十
二
分
、
子
の
素
質
を
伸
ば
す
と
共
に
、
子
と
し
て
の
務
め
を
尽
せ
よ
と
願

ふ
の
み
。

終
り

　
　

昭
和
十
九
年
四
月
二
十
九
日

中
元　

清　

書

清　

進　

じ
つ
ゑ

殿

（
原
文
の
ま
ま
）

【
平
成
二
十
五
年
七
月
靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】

関係者と共に慰霊祭に臨んだ児島さん
（２月19日：左から二人目）

（四）
平成25年
7月15日（昭和二十五年八月十日

第三種郵便物認可）い さ お 新 聞（ １ １ 7 9 ）� 毎月十五日発行

「
靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
」

平
成
26
年
版

　

東
京
・
九
段
の
靖
國
神
社
に
は
、
わ
が
国
の
危
急
存
亡
に
際
し
て
、
国
家
国
民
の
た
め
に
一
命

を
捧
げ
ら
れ
た
二
五
〇
万
も
の
ご
英
霊
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
、
尊
い
ご
英
霊
の
真
心
に
思
い
を
い
た
し
、
私
た
ち
国
民
の
一
人
ひ

と
り
が
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
輪
を
広
げ
る
国
民
運
動
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
五
十
一
年
以
来
刊
行

し
て
い
ま
す
。
本
会
の
運
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
維
持
会
費
を
納
め
ら
れ
た
方
に
「
靖
國
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
お
送
り
し
、
維
持
会
費
の
一
部
を
靖
國
神
社
に
奉
納
し
ま
す
。
是
非
、
ご
家
庭
に
掲

げ
て
ご
活
用
下
さ
い
。

　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
岡
山
県
本
部　
　
　
　
　
　

会　

長　

岸　

本　

清　

美　

【
靖
國
カ
レ
ン
ダ
ー
の
内
容
】 

　

＊
ご
英
霊
に
ま
つ
わ
る
写
真
と
逸
話
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

＊
大
き
さ
は
、
縦
54
・
５
㎝
╳
横
36
㎝

【
維
持
会
費
】
一
部　

五
〇
〇
円
（
別
途
送
料
が
必
要
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　

※
一
括
注
文
の
場
合
は
部
数
に
よ
り
割
引
が
あ
り
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
先
】 

　

カ
レ
ン
ダ
ー
送
付
先
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
注
文
部
数
を
左
記
県
本
部
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。
九
月
中
旬
以
降
に
発
送
し
ま
す
。

　

〒
七
〇
三
─
八
二
七
二　

岡
山
市
中
区
奥
市
三
─
二
一　

岡
山
県
護
國
神
社
内　

「
英
霊
に
こ
た
え
る
会
岡
山
県
本
部
」　
　
　
　
　
　
　

電　

話　

〇
八
六
─
二
七
二
─
三
〇
一
七　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
六
─
二
七
二
─
三
〇
一
六　

平成26年版

英霊にこたえる一億国民の
こころを結集しよう

岡
山
市
中
区
平
井

　

児　

島　

二　

重　

　

私
よ
り
十
一
歳
年
下
の
友

達
に
「
お
父
さ
ん
は
？
」
と

聞
か
れ
、「
戦
死
し
た
」
と
答

え
る
と
、「
そ
れ
何
？
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
、
私
は
「
日
本
は
平

和
な
ん
だ
な
あ
ー
」
と
思
い

ま
し
た
。

　

戦
後
六
十
数
年
、
戦
争
を

知
ら
な
い
人
達
が
大
半
を
占

め
る
世
の
中
で
す
。し
か
し
、

世
界
の
各
地
で
は
今
で
も
テ

ロ
・
紛
争
が
続
き
、
尊
い
命

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

も
領
土
問
題
で
緊
張
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
が
、
お
父
さ
ん

ら
多
く
の
人
々
の
尊
い
命
が

無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
平
和

的
解
決
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
は
、
私
が
生
ま

れ
て
六
カ
月
後
に
ビ
ス
マ
ー

ク
諸
島
で
戦
死
し
ま
し
た
。

小
学
一
年
生
の
頃
、
お
父
さ

ん
の
顔
を
知
ら
な
い
私
が

「
私
に
似
て
る
な
あ
ー
」
と
、

お
父
さ
ん
の
写
真
を
見
て
言

っ
て
い
た
と
の
こ
と
。
そ
の

私
も
七
十
歳
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
生
、
山
あ
り
谷
あ
り
で

し
た
が
、
今
振
り
返
っ
て
見

る
と
、
時
に
は
男
に
な
り
、

時
に
は
女
に
な
っ
て
働
き
、

三
人
の
子
供
を
育
て
た
母
の

苦
労
と
私
た
ち
へ
の
愛
を
思

う
と
、
私
の
人
生
は
幸
せ
だ

っ
た
と
母
へ
の
感
謝
の
念
で

一
杯
で
す
。

　

中
学
二
年
生
の
時
で
し
た

が
、
世
界
地
図
で
ビ
ス
マ
ー

ク
諸
島
を
見
つ
け
た
時
は
、

遠
い
国
の
小
さ
な
島
だ
と
思

い
ま
し
た
。
今
、
こ
う
し
て

お
父
さ
ん
の
戦
地
ビ
ス
マ
ー

ク
諸
島
に
立
つ
こ
と
が
出
来

た
こ
と
が
夢
の
よ
う
で
す
。

十
年
前
に
病
死
し
た
母
が
知

っ
た
ら
、
さ
ぞ
驚
い
た
り
喜

ん
だ
り
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

お
父
さ
ん
の
思
い
出
は
何

一
つ
あ
り
ま
せ
ん
。「
お
父
さ

ん
」
と
呼
ん
だ
こ
と
も
一
度

も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
で
力
一
杯
、「
お

父
さ
ん
」
と
呼
び
ま
す
。
私

の
声
が
お
父
さ
ん
に
届
く
よ

う
に
。「
お
と
う
さ
ー
ん
」

…
。

　

終
わ
り
に
、
世
界
平
和
と

幸
せ
な
日
々
を
願
い
、
お
父

さ
ん
ら
戦
没
者
の
皆
様
方
の

御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
合
掌

　

平
成
25
年
２
月
19
日

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
慰
霊
友
好
親
善
訪
問

追
悼
の
こ
と
ば


